
１ いじめの定義 

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍し

ている等当該児童等と一定の人間関係にある他の児童等が行う心理的又

は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを

含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じて

いるものをいう。 

【いじめ防止対策推進法 第２条】 

  ※ 「児童等」：学校に在籍する児童又は生徒 

  ※ 具体的ないじめの態様 

〇 冷やかしやからかい，悪口や脅し文句，嫌なことを言われる 

〇 仲間はずれ，集団による無視をされる 

〇 軽くぶつかられたり，遊ぶふりをして叩かれたり，蹴られたりする 

〇 ひどくぶつかられたり，叩かれたり，蹴られたりする 

〇 金品をたかられる 

〇 金品を隠されたり，盗まれたり，壊されたり，捨てられたりする 

〇 嫌なことや恥ずかしいこと，危険なことをされたり，させられたりする 

〇 パソコンや携帯電話等で，誹謗中傷や嫌なことをされる 

【いじめの防止等のための基本的な方針】 

 

２ 重大事態 

⑴ いじめにより当該学校に在籍する児童生徒等の生命、心身又は財産 

に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき 

⑵ いじめにより当該学校に在籍する児童生徒等が相当の期間学校を欠

席することを余儀なくされている疑いがあると認める場合 

【同法 第２８条】 

  ※ 「相当の期間」：年間 30日の欠席を目安とする 

【いじめ重大事態の調査に関するガイドライン】 
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３ 市立小中学校のいじめの現状 
 

⑴ １学期の状況 

校種 認知件数 合計 主な内容（複数回答） 

小学校 ６７ 

９８ 

① 冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる      

② 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。 

③ 仲間はずれ、集団による無視をされる。    

④ 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりす

る。 

⑤ その他（ひどくぶつかられたり叩かれたり、パソコン等で誹謗中傷な

ど）                              

45 

12 

5 

4 

 

9 

中学校 ３１ 

① 冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる       

② 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。                 

③ パソコンや携帯電話で誹謗中傷や嫌なことをされる。    

④ 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりす

る。 

⑤ その他（ひどくぶつかられたり叩かれたりなど）                                      

17 

7 

7 

2 
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 ⑵ 2学期の状況 

校種 認知件数 合計 主な内容（複数回答） 

小学校 ４８ 

７４ 

① 冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる      

② 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。 

③ 仲間はずれ、集団による無視をされる                 

④ 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりす

る。 

⑤ ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする            

⑥ その他（持ち物を床にばらまかれた、背中を押された、あおられた等）                        

29 

11 

6 

3 

 

2 

2 

中学校 ２６ 

① 冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる       

② 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。    

③ ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする。  

④ 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりす

る。 

⑤ パソコンや携帯電話で誹謗中傷やいやなことをされる。         

⑥ その他（仲間はずれ、集団による無視など）                             

18 

6 

3 

2 

 

2 

2 

 

⑶ いじめの態様（１、２学期計） 

 件数 割合（％） 

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる      １０９ 52.4 

仲間はずれ、集団による無視をされる                 １３ 6.3 

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。 ３６ 17.3 

ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする            １０ 4.8 

金品をたかられる １ 0.4 

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。   ５ 2.4 

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。 １１ 5.3 

パソコンや携帯電話で誹謗中傷やいやなことをされる。 １２ 5.8 

その他     １１ 5.3 

件数合計（複数回答） ２０８ 100 
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⑷ これまでの状況（年間） 

年度 小学校 中学校 計 年度 小学校 中学校 計 

Ｈ２６ １ ７ ８ Ｒ元 １３９ １７ １５６ 

Ｈ２７ ４ ４ ８ Ｒ２ ２４８ ３８ ２８６ 

Ｈ２８ ７ ７ １４ Ｒ３ ３５５ ２４ ３７９ 

Ｈ２９ ２６ １０ ３６ Ｒ４ ３１３ ３８ ３５１ 

Ｈ３０ ６２ ２２ ８４ Ｒ５ ２５１ ６８ ３１９ 

 

 ⑸ いじめの未然防止に向けた教育委員会の主な取組 

  ア 定期的ないじめ実態調査による学校の実態把握及び必要に応じた支援・指導 

  イ いじめ問題対策連絡協議会の開催 

   (ｱ) 関係機関の共通理解を図り、いじめ問題への取組を推進する。 

   (ｲ) 各関係機関の役割等について検討する。 

  イ 各学校における「学校いじめ防止基本方針」の点検及び再確認の周知 

  ウ 市校長会におけるいじめの未然防止に向けた指導 

 

４ 市立小中学校の不登校の現状（令和6 年 12月まで） 
  
⑴ 小学校…32名 

 
 ⑵ 中学校…58名 
 
 ⑶ これまでの状況 

年度 小学校 中学校 合計 
令和 5年度 38 71 109 
令和 4年度 23 75 98 
令和 3年度 19 52 71 
令和 2年度 7 33 40 
令和元年度 5 33 38 
平成30年度 6 46 52 
平成29年度 5 39 44 

 

⑷ 不登校改善等に向けた教育委員会の主な取組 

  ア 定期的な不登校実態調査による各学校の実態の把握及び必要に応じた支援・指導 

  イ 子どもの居場所づくり 

   (ｱ) 喜多方市フリースクール 

※ 小学生６名、中学生８名利用 

   (ｲ) roomF（福島県教委が主体） 

    ※ 小学生２名、中学生４名利用 

    ※ roomF：福島県教育委員会が立ち上げた児童生徒支援センター。県内の小中学生を対象に、オンライ 

ン学習や個別指導など、ICTを活用した様々な支援を行っている。 

  ウ 市校長会における不登校改善等に向けた指導 
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５ 「喜多方市いじめ防止基本方針」について 

※ 「いじめ防止対策推進法」第 12 条の規定に基づき、平成 28年 3 月に策定（平成 30 年

7 月に改訂） 

 

⑴ 市の責務 

 ① 教育委員会との連携の下、いじめ防止等に関する基本的な方針等を定める。 

 ② 適宜、教育委員会から報告を受けるとともに、必要に応じ教育委員会と連携し方 

策を講じる。 

 ③ 教育委員会と協議し、必要な予算的措置を講じる。 

 ④ 重大事態が発生した場合は、専門に対応する組織を立ち上げ、問題を解決する。 

⑵ 教育委員会の責務 

 ① いじめ防止等基本方針を策定し、確実に実行する。 

 ② 喜多方市人づくりの指針「なかよくたくましく生きる」の啓発を図る。 

 ③ 各学校の取り組み等について、月ごとに報告を求めるとともに、必要に応じて学 

校を支援・指導する。 

 ④ 家庭、地域、関係機関団体へ必要に応じ、助言、相談、情報提供、協議会、懇談 

会等を行う。 

 ⑤ 市全体の取り組みの状況等について、保護者、市民に適宜公表する。 

 ⑥ 市全体の取り組み状況について、総括評価を行い、その結果及び改善策等を公表 

する。 

⑶ 学校の責務 

① 学校いじめ防止基本方針を作成し、家庭、地域、関係機関団体等との連携の下、

機を逸しないで組織として取り組む。 

② 学校いじめ防止基本方針に基づく取組の実施状況を学校評価の評価項目に位置 

付け、必要に応じて見直すというＰＤＣＡサイクルで行う。 

 ③ 学校教育全体を通して道徳的実践力や豊かな感性を育成するとともに、集団生 

活における人間関係の醸成及び環境・風土づくりをする。 

④ いじめ未然防止・発生時の対応にかかわる教職員の資質能力を高める。 

⑤ 地域に開かれた学校づくりをする。 

⑥ 教育委員会に月毎の取り組み等を報告する。 

⑦ 保護者、地域に取り組み等を適宜公表する。 

 

（以下、「保護者の責務」「子どもの役割」「地域、関係機関団体等の責務」と続く） 
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６ いじめの重大事態の調査について 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
【チェックリスト①】いじめ重大事態に対する平時からの備え           

 

●学校における平時からの備え（ｐ６～７参照） 

チェックポイント チェック 

年度初めの職員会議や教員研修等の実施により、全ての教職員は、学校いじめ防止基

本方針はもとより、法や基本方針等についても理解し、重大事態とは何か、重大事態

に対してどう対処すべきかなどについて認識している。 

□ 

実際に重大事態が発生した場合には、校長がリーダーシップを発揮し、学校いじめ対

策組織を活用しつつ、各教職員が適切に役割分担を行い、連携して対応できる体制を

整えている。 

□ 

学校いじめ防止基本方針について、入学時・各年度の開始時に児童生徒、保護者、関

係機関等に説明している。 
□ 

学校いじめ対策組織について、次のような対応を適切に行えるよう、平時から実効的

な組織体制を整えている。 

・学校におけるいじめの防止及び早期発見・早期対応に関する措置を実効的・組織的

に行うこと 

・法第23条第２項に基づいていじめの疑いがある場合の調査等を行うこと 

・重大事態の申立てがあった場合の確認等の役割を担うこと など 

□ 

校長のリーダーシップの下、生徒指導主事等を中心として組織的な支援及び指導体制

を構築した上で、学校いじめ防止基本方針に定める年間計画において定例会議の開催

等を位置付け、その中で、学校いじめ対策組織が重大事態の発生を防ぐために重要な

役割を担っている組織であることを確認するとともに、重大事態が発生した際の適切

な対処の在り方について、全ての教職員の理解を深める取組を行っている。 

□ 

学校がいじめへの対応で判断に迷う場合等に備えて、迅速に学校の設置者に相談を行

うことができるよう連携体制を整えている。 
□ 

「学校いじめ対策組織」において会議を開催した際の記録や児童生徒への支援及び指

導を行った際の記録を作成し、保存しておく体制を整えている。 
□ 

日頃の学校教育活動の中で作成、取得したメモ等をそのままにせず、各学校又はその

学校の設置者において定める文書管理規則等に基づいて、適切に管理する体制を整え

ている。 

□ 

様々な情報を効率的に記録し、保存するため、統一のフォーマットの作成等文書管理

の仕組みを整えている。 
□ 

学校が認知したいじめへの対応を行っている中で、重大な被害が疑われる場合や、欠

席が多くなり、不登校につながる可能性が高い児童生徒について、当該児童生徒の保

護者に重大事態調査について説明を行い、学校と家庭が連携して児童生徒への支援に

ついて方向性を共有できる体制を整えている。 

□ 

いじめが犯罪行為に相当し得ると認められる場合には、学校としても、警察への相談・

通報を行うことについて、あらかじめ保護者等に対して周知している。 
□ 

そもそも、いじめを重大化させないことが重要であり、学校全体でいじめの防止及び

早期発見・早期対応に取り組んでいる。 
□ 

 

※本チェックリストは、いじめ重大事態に対する平時からの備えや重大事態調査の実施等

に当たり、基本的な項目についてチェックリスト形式にまとめたものであり、実際の対

応に当たっては、法、基本方針、ガイドライン等をよく確認した上で対応すること。  

いじめの重大事態の調査に関するガイドライン チェックリスト 
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●学校の設置者における平時からの備え（ｐ７～８参照） 

チェックポイント チェック 

設置する学校に対して、認知したいじめや背景にいじめの可能性が疑われる児童生徒

間のトラブルについての対応状況及びその解消に向けた取組状況を定期的に確認し状

況の把握を行う体制を整えている。 

□ 

重大な被害が疑われる場合や、欠席が多くなり、不登校につながる可能性が高い場合

には、学校と連携して重大事態調査の実施に向けた準備を始めることや、適切な指導・

助言を行う体制を整えている。 

□ 

保護者との情報共有が必要な場合には、学校の設置者が直接説明・調整を行う体制を

整えている。 
□ 

学校から重大事態の判断について相談を受けた際に学校の設置者として、学校に適切

に助言等を実施するとともに、法務相談体制を整備し、弁護士等の専門家から助言等

を得られる体制を整えている。 

□ 

各地域におけるいじめ問題対策連絡協議会を有効に活用し、平時から各地方公共団体

の首長部局・医療機関等の関係機関と連携を深め、総合的な支援に迅速につなげられ

る体制を整えている。 

□ 

重大事態が発生した場合には、法に沿った適切な対応を迅速に行うことができるよう、

あらかじめ対応手順を明確化し、各学校に示している。 
□ 

重大事態が発生した場合、当該重大事態の調査を行う主体や、どのような調査組織と

するかについて判断する体制を整えている。 
□ 

職能団体等との連携について 

重大事態調査を行う調査組織には、公平性・中立性が求められており、専門家や第三

者として調査に参画する調査委員を迅速に確保できるよう、各地方公共団体の首長部

局とも連携しつつ、弁護士、医師、学識経験者、心理・福祉の専門家等が所属する職

能団体や大学、学会等との連携体制を構築している。 

□ 

職能団体や大学、学会等と連携して、調査委員候補者の推薦を得るための手順や候補

となり得る者を整理・確認しておくとともに、報酬等に要する予算を確保するなどの

準備を行っている。 

□ 

【公立学校の場合】 

職能団体等との連携について、特に都道府県教育委員会にあっては、域内の市区町村

教育委員会が重大事態調査の実施に当たって適切な人材を確保できない場合を想定し

て、職能団体等と連携して、調査委員候補者の推薦を得るための手順や候補となり得

る者を整理・確認しておくとともに、域内の市区町村教育委員会に対して情報提供を

行うなど、連携する体制を整えている。 

□ 

【国公立大学附属学校及び私立学校の場合】 

単独で職能団体等と連携して調査委員候補者の名簿を作成することが難しい場合も想

定されることから、学校が所在する地方公共団体や所轄庁に支援を求め、職能団体等

を通じた委員候補者の推薦手順や重大事態調査に係る知見を求めることができる関係

性を構築している。 

□ 
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